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大分県の

野菜と肥料

大分県経済連園芸課調査役

山本聡明

大分県の自然条件

本県の立地はすでにご承知の方が多いと思われ

るが，まず概要を申し上げ，野菜農業の実態と，

肥料事情について意見を申し述べてみたいと思い

ます。

大分県は九州、!の東北部に位し，東は豊後水道を

へだて〉四国を望み，北は周防浅ffに面し，北西は

福岡県，西は熊本県，南は宮崎県にそれぞれ隣接

し，東西118.6km，~fl:! 七 105.9km，総面積631.234ha

で全国総面積の1.75ぢにあたる。

地勢は海岸部， 111間一地，高冷地からなり，海岸

線は延長 636kmで年平均気温はおおむね 15.50C 

"-'160C，年間雨量1，500，..._，1， 800mm， 高冷地から

山間地にかけては，年平均気温は 9"-'150C，年

間雨量1，600"-'2，000mmとなっている。

次に地質および、土壌については，県北部は新第

三紀安山岩や流紋岩が最も多く，洪積世安山岩も

点在している。平tl~L部は沖積層や砂礁層に分れ，

中央部は阿蘇岩が最も多い。

土壌は県下最大の平野で、ある豊後高田市から中

津市に亘る一帯は， ir!t積や洪積砂磯層による埴壌

土が多~ ¥0 海岸部は砂こと，内陸部は1IP壌土，地壌

土が点在している。大分川，大野川一帯は沖積や

洪積砂磯層によるiNi壊土，砂壌二L，壌土が点在し

ている。大野，直入，玖珠などの山間部は黒色火

山灰土である。

野菜の主要品目と生産額

昭和47年度の野菜の生産は， 露地1万2，000ha，

施設100haで生産額は76億円となっている。うち

野菜の系統共販額は12億円で，取扱主要品目別順

位は吠夏秋トマト"66ha， 2i昔、4，700万円。 電電イチ

ゴ" 75ha， 1億9，200万円。 収キュウリ"施設30

ha，露地13ha，1:億4，000万円。..高原キャベツ"190
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ha， 1億1，900万円。 収スイカ" 470ha， 7，200 

万円が上位ベスト 5である。

現状では共販額において九州最下位の実態とな

っている。県をはじめとする野菜担当者にとって

は今後の野菜振興にきびしい変革を余儀なく迫ら

れていることは，何人も認める事実である。

今後の野菜農業の新しい対応

大分県野菜農業のひとつの柱Tある代高原野菜"

を中心とする夏秋キャベツ，夏秋トマトの生産の

拡充強化については，標高800111地帯を中心とす

る久住飯田農業地帯がある。

特に九重連山の周辺部には 3万2千haにおよ

ぶ広大な原野が展開している。夏季冷涼な気象立

地を充分に生かした，新しい農業の展開と工夫が

なされなければならない。

次に中間地帯の野菜振興については，大野川上

中流地域の吠畑地かんがL、モデルほ場の設置'"と

旬、んが~ ¥排水事業と畑地総合土地改良事業"に

よる県営事業がある。

大野原地区ではし185haの畑地を畑地帯総合二|二

地改良事業としての畑地かんがい，区画整理，農

道整備を行い，農用地の集団化による経営規模の

拡大等，新し~ ¥経営基盤のもとに，野菜類を中心と

した生産性の高い自立専門農家を育成し，野菜生

産の安定と大量生産による市場対応を強化するた

めに，現在，展示的性格をもったモデルほ場の設

置， ;ill営がなされている。

一方，大野川中流域右岸洪積台地に展開する耕

地で，大野郡三重町の西部一帯360.4haと野津町

の全域に広がる1，073.6haを受益地とする総面積

1，434haにおよぶ大規模な農業開発がある。いず

れも，野菜などの生鮮食糧供給基地としての発展

に期待がかけられている。

また一方，周防灘に面した県北部は，北九州市

まで1時間程度の距離にあるため，北九州経済と

の結びつきか強く，今後産業・経済の構造は大き

く変貌する可能性をはらんでいる。

現在5，000haにおよぶ田闘公悶づくりに拍車を

かけている。昭和51年度における野菜推定面積は

3，100haが見込まれ，経済述で、は県北集配センタ

ーを設置し，集・選果機能の充実に努め，今後に
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期待がかけられている。

以上が行政重点施策主要事項となっているが，

以上の施策が直接野菜振興にどう結びつき，発展

と繁栄の可能性を内蔵するのか，見解はまちまち

であるが，後進県として謙虚に先進産地がたどっ

てきた道を追跡し，現在到達している水準と比較

検討しながら，全体のレベルアップを計らねばな

らな¥¥0 

そのためには，単位農協の組織の拡充強化を中

心に，県全体を総括するトータルシステムとメリ

ットの追究はもちろんである。

技術的には本誌のタイトルが示すように『農業

と科学』について真剣に取りくまなければならな

い。人工制御を中心とする光，温度，肥料，水利

用などの合理的な管理や，ケミカノレコントロール

などが当面の課題といえよう。

また本県農業の新しい形成は，他から強制して

っくりあげられるものでなく，農協，農業者の自

発的，自主的努力にまつべきで，特に次の 3点に

力点をおき申し述べた¥¥0 

第 1点は農業政策の中心課題を，価格政策から

構造政策へ転換すること。第2点は社会政策的な

保護政策から合理的な経済政策への転換。第3点

は米作中心の作物政策から，園芸振興政策への転

換を具体的に展開すべきときであることを，明確

にすべきだと思う。
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園芸肥料の特徴は，何んといっても主穀作物に

比べ，肥料集約度と地力保全の上に，入念な肥培

管理が必要である。

そのためには，高¥¥肥料集約度に対する合理性

と，施肥効率の増進が必要であることは論をまた

ない。

本県における野菜主要化成肥料銘柄を大別する

と，①緩効性肥料 ① 有機質系肥料 ③ 硝酸

系肥料となっている。

緩効性肥料ではCDU化成が主要作物に 100% 

普及しているが，有機系肥料や硝酸系肥料も見の

がすわけには"¥かない。

施肥実態、の銘柄別需要量のウェイトを見ると，

CDU系50%，有機系30タム燐硝安系20箔の普及

実態である。

今後の在リ方

野菜のいや地現象の回避や，連作障害を克服す

るためには，何んといっても土壌改良を中心とし

た，地力の培養保全対策を構じた有機質の還元を

前提に，作物生長の場におけるエコロジカノレシス

テムを破壊してはならない。

参考まで、に具体的な今後の指導指針について述

べると，次の通りである。

① 堆厩肥の増投または生ワラを 5'"'-'1 Ocmに切

断し，有機物を還元する。

② 大型トラックターによる深刻1:および排水の

野菜肥料の施肥実態 完備。

口口口 目 肥 料 名 総量 追 肥 成 クj、

施設キュウリ C D U 160kg kg N24 P24 K24 

す し1 ヵ、 C D U 30kg CD  イUl二 50 N15.6 P22.5 K15.6 NK 成 20

施設トマトト 有機化成 140kg 液 Jl巴40 N31.9 P26.4 K29.9 

夏秋トマト C D U 100kg CD  イU12 40 N29 P33 K28.2 NK 成 20

施設ピーマン 有機化成 200kg 液N肥K化成 210200 N55.2 P26.0 K45.2 
し、 ち .._ C D U 80kg N12 P14 K13 

l土 さ し、 燐硝安加里 80kg 同NK2化0成 60 N28 P23 K25 

夏秋キャベツ 苦土硫加燐安特19号 120kg NK1t成 70 N27 P35.1 K24.4 

ね ぎ CDU又は IB 100kg NK化成 50 N23 P15 K23 

夏まき人参 C D U 100kg NK1tJ北 30 N24 P20 K20 

、、d・ rr つ 尿素化成 135kg N25 P25 K24 

里 し、 も C D U 60kg N18 P15 K17 

① 塩基飽和度

60箔飽和，有効り

ん酸土壌 100g当

り10mg以上。

① 経済連園芸

相談車による，土

壌検診と施肥の改

普を推進する。

⑤ 苦土石灰，

熔りんを増施する

①野菜畑のラ

イ麦の!愉作導入を

(主幹肥料を中心に単肥を!除外した) 積極的に行う。


